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教育課程研究の視点から見る教育史 (1)
-1919-25年における自由ヴァルドルフ学校の教育課程-
鈴木そよ子
はじめに
カリキュラムデザインの両極に ｢教科カリキュ
ラム｣と ｢経験カリキュラム｣を置きながら,
この間に位置するカリキュラムの類型化は様々
な人物によって提唱されてきた｡安彦忠彦氏は
類型の軸は ｢『統合』の方式,度合いの違いに
よる場合が多い｡｣1) と述べ,研究者の共通点
をまとめ,一般的な類型として,教科カリキュ
ラム,相関カリキュラム,融合カリキュラム,
広域カリキュラム,コア ･カリキュラム,経験
カリキュラムを挙げている｡2)
現代日本における教育課程は学習指導要領を
基準として構成されており,これが教科カリキュ
ラムであるため,小学校から高等学校まで,敬
科カリキュラムが中心となっている｡
この教科カリキュラムは,｢教科 ･科目が,
相互に独立に組織,構成され,並列的に配置さ
れているもので,基本的に知識の分類に従って
いる｡｣3) そのためにあまりに相互に無関係で
ありすぎるという問題点がある｡
このような学習の結果,たとえば,理科 ･生
物で ｢刺激と動物の反応｣を学んでも,｢生命
を維持するはたらき｣を学んでも,自分自身の
営みと結びついていない｡社会や政治経済で衆
議院の優越性について学んでも,現在起こって
いる国会でのやり取りは理解できていない｡社
会の歴史分野や日本史で江戸時代の一つひとつ
の改革や,文化を担った一人ひとり人物の名前
を覚えるが,江戸時代像には結びついていない｡
それぞれの児童 ･生徒がその成長過程で,そ
の子自身の見かた,考え方を形成できるための
知識であるためには,知識のつながりがみえる
形や方法で教授されることが必要なのではない
か｡このような問題意識を持って教育課程研究
を進めていきたい｡
第一歩として,まず,小学校から高等学校ま
でを見通したうえで,上記の教科カリキュラム
の問題点を克服できる教育課程構成が可能なの
かどうかを研究する必要がある｡その研究方法
の一つとして,教育史における学校実践の中に,
検討対象を見出し,具体的に検討する方法をと
る｡
本稿では, 自由ヴァル ドルフ学校 (die
FreieWaldorfschule)4) の教育課程について
検討する｡自由グァル ドルフ学校の教育課程は,
1919年から25年までに,R.シュタイナー
(RudolfSteiner)の指導のもとで,個々の教
師たちの教育実践の中から教育課程を積み上げ
ていった｡5) それが,当時の実践者の一人で
あるC.ハイデプラン トがまとめ役になった
『自由ヴァル ドルフ学校の教育課程について』
("VomLehrplanderFreienlValdorfschule"
1925)にまとめられている｡この書を資料とし
て1学年から12学年までの教育課程における教
育内容構成を検討する｡
自由ヴァル ドルフ学校の教育についての理念
や教育形態,時間割等の全体的な検討は,鈴木
そよ子 ｢草創期自由ヴァル ドルフ学校における
理念と実践-1919-25年の教育課程を中心に-｣
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(鈴木,1992)において詳しく述べている｡
また,シュタイナーの教育思想,講演録,自
由ヴァル ドルフ学校の教育実践等について,今
日では多くの書籍が出版されている6)が,敬
育課程の展開については,(鈴木,1992)が直
接的な先行研究であり,自由ヴァル ドルフ学校
の教育課程についての記述は,(鈴木,1992)
に負っている｡
なお,1919年に創設された自由ヴァル ドルフ
学校は,現在では600校を超え,世界中に広がっ
ている｡本稿で扱う教育課程が,これらの現在
の教育課程や実践を示しているわけではないこ
とも断わっておく｡
1.自由ヴァル ドルフ学校教育課程の基
本構成
自由ヴァル ドルフ学校の教育課程は 1-
12学年 ま で, 8-10時 に基本 教科授 業
(Hauptunterrricht)7) が置かれており,この
時間帯で指導される教科が①芸術 (特に美術 ･
美学領域,②言語 (国語)領域,③数領域,④
理科 ･社会領域である｡10時以降の時間帯には,
音楽,オイリュ トミー ,体育,手工,手芸,園
芸などの技術 ･体育 ･芸術領域の教科が続く｡
1-12学年の各領域の教科目名を図 1 ｢12年間
の領域別教科目｣に示す｡
担任について触れておくと,基本教科授業は
一人のクラス担任が8年間持ちあがり,10時以
降の授業は教科日ごとの教科担任制で指導する
ことが基本になっていた｡8)
本稿の添付資料である,Cノ､イデプラント
『自由ヴァル ドルフ学校の教育課程について』
の抄訳 ･資料 1 ｢1-12学年の授業 ･基本教科
の部｣にもとづきながら,①～④の各領域につ
いて,他教科との連関を明確にしていく｡引用
文はすべて添付資料の当該学年の当該教科 ･科
目についての記述からの引用文であるため注記
を省略している｡
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2.芸術領域
図1からわかるように自由ヴァル ドルフ学校
の教育課程において,芸術領域の教科のなかで
美術 ･美学だけが8時から10時の時間帯の基本
教科授業の中に組み込まれている｡美術 ･美学
が基本教科と技術 ･体育 ･芸術諸教科の授業の
共通基礎となっている｡そして,基本教科への
導入としても位置づいている｡
この美術 ･美学の教育内容と方法を見ていく
と,1-3学年,4-8学年,9-12学年の3
段階に分かれている｡
1-3学年では,現色を塗り重ねていく作業
(色彩画)や直線 ･曲線 ･円などの基本的な形
態を描く作業 (線画)を積み重ねる｡この作業
から生まれる色彩感覚や色彩体験9) は,美術
の基礎であると同時に,ノー トの積み重ねで教
科書をつくっていく基本教科授業の基礎となる｡
数領域の幾何学は,6学年になって線画から分
化していく｡言語領域の ドイツ語では,彩色さ
れた線画から文字を作り出していく｡そして,
理科 ･社会領域の授業においても,板書される
図をノー トに書き写す際の基本的な力になる｡
1-3学年の時期は,芸術的体験を外から与え
るのではなく,子どもの中から生み出す時期と
捉えることができる｡
4-8学年では,対象物の色彩を観察し,対
象物を模写する段階に入る｡この段階では,投
影学 ･日陰学 ･遠近画法などの絵画の基本技術
が指導される｡この段階では,技術的なものと
美的なものを対象の形態の中で結合することが
目指される｡
一人ひとりが書きあげるノー トのなかに,美
術指導の成果をみるような,美しくしかも正確
な動物のスケッチや実験装置の図をみいだすこ
とができる｡このように,基本教科の中にも美
術の指導の成果が生かされている｡
9-12学年では,美学について学ぶ｡美術,
詩学,音楽,建築技術等を介しながら,｢芸術
と魂 (seele)｣の問題を考察することに主眼
が置かれている｡そして,｢芸術的創造力がそ
れにふさわしい形で諸活動の中に姿を現すこと
ができないならば,個人も人類も十分な意味で
健全ではありえないという感情を育む｡｣
この9-12学年の美学で扱われる教材で特に
深い関係を持っているのが言語領域の ドイツ語
であり,ゲーテをめぐる議論との関わりで,ジャ
ン ･バウルの 『美学入門』を扱 うが,その時,
美学の初歩的問題を扱う｡そして,10学年の美
学では,北方 ･南方の芸術様式の特徴を示す例
として 『ェダ』を教材とする｡この学年の ドイ
ツ語では,文学の歴史的変遷をたどる教材とし
て,また,詩が民族にとってどのような意義を
もっているかを論じる教材として用いられる｡
さらに,11学年の美学では,中世の騎士物語で
ある 『パルチフアル』のモチーフが,象徴的一
古典的-ロマン的芸術史を経て,19世紀の終わ
りにはどのように形成されているか,という視
点から扱われる｡いわば,芸術史の中で 『パル
チフアル』を読む｡そして,同じ学年の ドイツ
請 (文学と歴史)では,『パルチフアル』のモ
チーフの変遷を歴史的に辿ることによって,19
世紀の世紀像を描き出す｡
1-12学年の美術 ･美学の教育課程構成をま
とめると,1-3学年では,子ども自身の活動
から,美術的 ･芸術的基礎体験を積み重ねる｡
4-8学年では,芸術作品としての絵画を描く
力を付ける｡9-12学年では,これまでの芸術
的な体験を基盤としながら美学を学ぶ｡
1-8学年の美術 ･美学は,他の基本教科の
教育内容 ･方法と密接なっながりを持っている｡
また,9-12学年の美学で扱われる文学作品が,
ドイツ語あるいは歴史の教材として同時に活か
されている｡
3.数領域
数領域の教育課程も,1-3学年,4-8学
午,9-12学年に3区分することができる｡
1-3学年では,整数の範囲内で,四則計算
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が自由にできることが目指されている｡そして,
教育方法は,数の導入に際しても,九九を記憶
させるに際しても,子どものリズミカルな動き
を活用することを原則とする｡また,教育方法
の別の側面では,初期の算数教授方法と倫理的
思考方法の関連性を重視して,｢全体から部分
-｣川) 計算を進める｡
4-8学年では,算数 ･数学,幾何学ともに,
実生活の数計算 ･手形勘定 ･図形線画などのよ
うな,子どもにとって具体的なものや身近なも
のとの関わりで,算数 ･数学,幾何学の基本を
学ぶ｡
9- 12学年では,数学,画法幾何学と幾何
学図形ともに専門的な教育内容をはじめるが,
同時に,その実用性も理解できるような構成に
なっている｡たとえば,球面三角法に関連して,
天文学や航海術の3点が扱われ,また,画法幾
何学は建築上の実際的応用に至るまで指導され
る｡
4.言語領域 (ドイツ語)
ドイツ語の教育課程も1-3学年,4-8学
午,9-12学年に3区分することができる｡
1-3学年では,子どもにとってとっつきに
くい抽象的な文字を徐々に定着させていくこと
が主眼となっている｡そのための教育方法は,
子どもたち自身の活動から文字を作り出してい
くことを原則としている｡彩色された線画から
一つひとつのアルファベットを作り出していく｡
こうして作りだした文字を組み合わせて単語を
作る｡さらに簡単な文章表現ができるように指
導していく｡｢1学年では人が子どもにいった
ことや子ども自身がしようとすることについて,
簡単な方法で書き表せる｣ところまで導き,2
学年では ｢動 ･植物や草原や森などについて教
えられたことを,簡単な文章で書き表せるよう
にならねばならない｡｣また,3学年では,｢見
るもの,読むものを書き記す能力をさらに拡大
するO｣
｢読む｣について,1学年ではまとまった学
習をさせず2･3学年で,書くことから読むこ
と-進める｡
1-3学年の ｢お話 ･再話｣は,1学年が童
請,2学年が動物物語 ･寓話,3学年が旧約聖
書である｡
1･2学年の教材は,同学年の郷土科教材と
関連している｡また,教材の一部として詩を用
いることがこの時期の特徴でもある｡
4-8学年では,手紙,文書作成,作文を通
して書く力を養 う｡書類作成のための材料は,
理科 ･社会領域の学習内容が提供する｡
また,文法の学習が ｢話す｣｢書く｣と融合
した形で進められる｡4学年では時制と前置詞,
5学年では能動態と受動態,直接話法,6学年
では接続法,7学年では感嘆文と希望文｡これ
らが ｢話す｣｢聞く｣力を養 う一環として学習
されることによって,単に文法学習にとどまる
ことなく,例えば5学年の直接話法の扱い方の
叙述にも見られるように,子どもの内面形成と
深くかかわったものになっている｡
8学年には,これまでの ドイツ語学習の総括
として,また,9学年以降の準備段階として,
長文の散文 ･韻文を読むことを中心とする｡
9-12学年では,ゲーテの作品,ジャン･バ
ウルの 『美学入門』,ニーべルンゲンのうた,
グーとルーンの詩,パルチフアル,あわれなハ
インリッヒ,そして,19世紀後半の文学書を読
み進め,議論するが,これらは文学作品として
鑑質されるばかりでなく,美学的,文化史的,
言語的考察のための教材として活かされる｡
1-12学年の言語領域 (ドイツ語)の教育課
程は, 1-3学年に子どもの活動を通して ｢読
む ･書く･話す｣の言語力を育む,4-8学年
に手紙 ･文書 ･作文 ･文法学習を通して, ドイ
ツ語の表現力を高める,9-12学年にこれまで
培ってきた ドイツ語の力を基盤としながら,文
学作品を観質し,理解するという構成になって
いる｡
そして,他教科 ･科目との関連に注目すると,
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文書作成の材料に理科 ･社会領域の学習内容を
取り入れること,作文のテーマを歴史の学習内
容から選ぶこと,文学作品を美学 ･文化史 ･言
語学の領域からも考察することなど,他教科と
のつながりのなかで ドイツ語学習が進められて
いる｡
5.理科 ･社会頒域
理科 ･社会領域も1-3学年,4-8学年,
9-12学年に3区分することができる｡
1- 3学年の科目は郷土科一つである｡郷土
科は,子どもの意識を徐々に環境に向けていく
ことを課題としている｡特にこの段階では,郷
土の自然を生きたものとして捉えることに重点
が置かれている｡鉱物 ･動物 ･植物が,｢互い
の偉大さ,敬度さ,暖かさ,野蛮さなどを生き
生きと語りあうように表現する｡｣田畑の耕作,
農地,肥料,穀類について学ぶ場合も,耕作と
いう具体的なものの中に表れる鉱物 ･動物 ･植
物の絡み合いを感じるとらせることが主眼となっ
ている｡それゆえ,1-3学年の郷土科は,郷
土に教材を求めながら,自然界の有機的連関を
感じ取らせることを課題としているともいえる｡
4学年ではじめて理科と社会が分化する｡科
目としては博物学と郷土科であるが,4学年の
郷土科は,教育内容から判断して,歴史と地理
の未分化な科目である｡それゆえ,社会領域の
最初の科目として位置づける｡
4-8学年の理科 ･社会領域は各科目固有の
教育内容を展開しながら,各科目内容を相互に
関連づける教育方法をとっている｡
社会領域の各科目内容の概略をたどってみる
と,歴史では,古代史から現代史までを概観し,
地理では,身近な地域から地球全体への考察範
囲を広げながら,自然,資源,気候,経済と精
神文化の関わりを考察していく｡
理科領域の各科目内容の概略は,物理では,
音響学,光学,熱学,電磁気学,力学の基本概
念を学ぶ｡化学では,燃焼現象を媒介として化
学の基本概念を身につけ,有機化学の基礎を学
ぶところまで進む｡また,博物学では,初歩的
人間学から始まり,動物界,植物界,鉱物界に
ついて考察し,再び人間学に戻る｡
これらの教育内容を他教科との関わりに注目
してみると,｢気候｣は,6-8学年の地理に
おいて地球の具体的な地域との関連で扱われた
のち,8学年の物理において流体力学 ･気体と
並ぶ物理現象の一つとして考察される｡また,
7学年の歴史において15世紀から16世紀初めに
至る時代を ｢発明 ･発見の時代から自然科学交
流の時代として特徴づけ｣ることが,同時に,
同学年で学習する物理 ･化学の教育内容を歴史
的に捉える目を養 うことになる｡そして,｢栄
養と健康｣の関わりについては,7学年の博物
学において考察されるが,この内容が,8年の
化学において栄養としての有機物の意義を論じ
ることへと発展する｡また,6学年から物理で
学んできた光学 ･力学の知識が,8学年の博物
学において,骨と筋力の仕組みや目の内的構造
を理解するために活用される｡
4-8学年の理科 ･社会領域の各科目の教育
内容は相互に関連づけられている｡そして,芸
術領域の4-8学年の教育課程で述べたように,
絵を描くことと理科 ･社会領域の学習が不可分
のこととして扱われている｡個々の生徒がノー
ト作りをする際に,地図を描くこと,動物 ･植
物 ･鉱物を描くこと,実験装置を描くことが,
文章を書くことと同様に重視されている｡
9-12学年の理科 ･社会領域は,歴史,地理,
物理,化学,博物のそれぞれの概観が得られる
ように構成されている｡文明と現代,あるいは
自然と人間の相互関係に対する理解を育むとい
うことが,各科目の教育課程の内容を結ぶ共通
のテーマになっている.
歴史では,9学年で近代史から現代史をたどっ
て現代の特質を把握する際に ｢この間の人類の
意識の拡大や視界の広がり｣に焦点を当てる｡
このことが歴史の中で天文学や地理を扱う契機
を与えている｡10学年では,地理との関連性を
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生かしながら,古代史をまとめる｡11学年では,
文学作品を介しながら,中世 ･近世の歴史をた
どる｡12学年では,古代 ･中世 ･近世 ･現代の
文化の特徴と民族史の個性を扱うことによって,
｢すでに現れかけている未来像の概観を得る｡｣
以上のように歴史では,各時代の文化 ･文明
の特徴を捉えることによって,全人類史を描き
出そうとしている｡歴史的な観点から現代を見,
未来を見る目を養おうとしているのだが,この
方法により,同時に,歴史を自然諸科学と関連
づけられている｡また,歴史で扱ってテーマは,
国語作文のテーマとしても使われる｡
物理では,近代物理学の成果といえる機関車,
電話,無線電話,レントゲン,放射能等を教材
とする｡そして,｢近代物理学と近代物理学が
現代の世界像に与えた影響を論 じる｡｣いいか
えれば,生徒の生活している現代社会との関連
から物理学の知識を問い直すのである｡
化学では,酸 ･塩基 ･塩の概念を軸にしなが
ら化学全体を概観する｡その際,人間,動物,
植物,鉱物という自然の中での実際の作用を問
題にする｡このことは,個々の元素を扱う際に
も当てはまる｡たとえば ｢硫黄を扱 う場合,也
球の火山活動の一部として考察すると同時に,
生きたたんぱく質の中に存在する,動 ･植物お
よび人間の物質交換 (新陳代謝)の促進力とし
て考察する｡｣という例が示すように,自然と
人間の体内における化学変化の過程を連続的な
ものとして捉える｡また一方で,｢化学産業が
現代文明に対して持っている意味を考察する｡｣
博物学においても,自然と人間の相互関連性
を理解することが,考察の焦点になっている｡
鉱物学と結晶学の側面から人間を扱う場合も,
たとえば石灰を扱うに際しても,｢地上での石
灰化過程や人間 ･動物における皮膚形成 ･骨形
成は,いかに人間が自然の石灰化過程を克服し
なければならないかを示している｡｣とみるこ
とからわかるように,鉱物界と人間の体内現象
を連続的に考察する｡動物学においても,動物
界全体と人間の関連性を背景においた考察がな
される｡また,植物学 ･細胞学は大地や全宇宙
(全世界)の作用との関連で扱われる｡
以上の理科 ･社会領域の教育課程の展開をま
とめると, 1- 3学年では,郷土に教材を求め
ながら,自然界の有機的関連を感じ取らせるこ
とを課題としており,4-8学年では各科目固
有の教育内容を展開しながら,相互に関連づけ
ている｡9-12学年では,各分野の概観を得る
と同時に,文明 (歴史)と現代,または,自然
と人間の相互関連に対する理解を育んでいる｡
同領域内での教育内容の関連性については,
領域ごとに述べたが,他領域との関連性に関し
て,とくに歴史考察のテーマとドイツ語作文の
テーマの関連性を再度指摘しておく｡また,敬
育方法の面では,色彩画と線画が理科 ･社会領
域の学習において重要な位置を占めている｡
まとめ
本稿の課題は,小学校から高等学校までの教
育課程において,教科問の連関が可能なのかど
うかを,教育史研究の中の実践例から考察する
ことであった｡その事例として自由ヴァル ドル
フ学校の教育課程をとりあげた｡
自由ヴァルドルフ学校の教育課程は,各教科 ･
科目の固有性にもとづいた学習を進めながらも,
内容を関連づけながら,また,共通の教材を使
用しながら,教育課程を作り上げていくことが
可能なのだということを示している事例だと,
筆者は捉える｡そして,カリキュラムの類型で
は,相関カリキュラムに位置づくと捉える｡
日本の学校における教育課程の構成原理は,
時代とともに変化しており,学習指導要領が告
示となる以前,試案という位置づけであった頃
は,児童中心主義的な発想が生かされていた｡
だが,学力低下を理由に教科中心主義に変更を
余儀なくされ,教科カリキュラムが徹底された｡
その後,落ちこぼれが問題となり,｢ゆとり教
育｣の名のもので児童中心主義の教育方法のひ
とつである ｢総合的な学習の時間｣が導入され
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た｡教科教育とは別に設定されたのだが,再び
学力低下が指摘され,現在は縮小に向かってい
る｡
それぞれの時期に育った児童 ･生徒は,自分
の受けた教育を土台にして歩むしかない｡
日本の教育課程を概観すると,教科カリキュ
ラム,経験カリキュラムを往復しながら,それ
ぞれの問題点ゆえに,振り子のような往復運動
を繰り返してきたといえる｡この歴史的展開は
児童の活動の積み重ねから教科の基本知識-導
いていくことの困難さと,教科ごとに区切られ
た知識を習得することの困難さを語っているの
ではないだろうか｡
小学校から高等学校までという長期のスパン
で教育課程を組み立てるために,相関カリキュ
ラムの原理をいかすことで,これまでの歴史が
繰り返してきた振り子のような編成の繰り返し
を避けることができるのではないだろうか｡
自由ヴ7ル ドルフ学校の教育課程を検討する
ことから,現在の日本の教科カリキュラムが抱
えている問題点を克服することが可能だという
示唆を得ることができる｡もちろん,1920年代
と今日では科学技術の進歩においても大きな違
いがあるし,ヨーロッパ文化, ドイツの文学作
品を教材としているという違いもある｡これら
の違いは教育内容に直接関わってくる,だが,
教育課程のデザインとしてみたとき,日本にお
いても,現在の教科カリキュラムを基本形にし
ながらも,相関カリキュラムの形をとることが
可能だという方向性を持つことができる｡そし
て,児童 ･生徒に各教科 ･科目の関連性と,坐
活や実社会との関連性を理解させることができ
るのではないかと考える｡
今後の研究としては, 3つの方向を並行して
進める｡
第一は,自由ヴァル ドルフ学校の教育課程に
ついては,教育理念との関係から導き出される
教育課程構成原理をまとめることである｡
第二は,教育史研究の対象となる教育実践の
うち,初等教育から中等教育までの教育課程が
明確な実践について検討を進めることである｡
第三は,学習指導要領のレベルで教科間,料
目間の内容の関連性を明確にすることである｡
この第三の点について,研究ステップを次の3
段階に分ける｡
第一段階は,現在の教育課程を対象として,
全体の構成を教育課程論として把握することで
ある｡
第二段階は,当該学年の目標,さらに当該校
種における目標,さらに初等 ･中等教育を貫く
目標を明確にし,各教科 ･各科目の固有な内容,
教科書の編,章,節,項ごとのポイントを再検
討することである｡
第三段階は,第一と第二の作業を踏まえて,
小学校から高等学校における教育課程について
目標から教材に至るまでの教育課程案を提示す
ることである｡
注
1)安彦忠彦 ｢カリキュラムの類型｣『新教育
学大事典』第 2巻,第-法規,1990年,
p.550
2)同書,pp.55-56｡
3)同書,p.56｡
4) 自由ヴァル ドルフ学校は,1919年 9月7
日,ワイマール共和国の南部,バーデン･
ヴユルテンベルグ州のシュツッツガル トに
て開校した｡ヴァル ドルフ･アス トリア煙
草工場の支配人であったエミール ･モル ト
の経済支援によって開校できたことに由来
して,この校名となった｡
5)1919年8月21日～9月6日まで,シュタイ
ナーの指導による教師養成のための講習会
が行われ,開校時に教師になったのは12名
だった｡芸術家,技術者,研究者,宗教家
などによって構成された｡
6)現在は,多くの文献が刊行されている｡そ
のなかから,基本文献としてシュタイナー
の講演の翻訳である2点を紹介する｡ル ド
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ルフ ･シュタイナー,新田義之訳 『オック
スフォー ド講演 :教育の根底を支える精神
的心意的な諸力』イザラ書房,2001年｡ル
ドルフ ･シュタイナー,新田義之訳 『教育
の基礎 となる一般人間学』イザラ書房,
2003年｡
7)基本教科授業は周期集中授業 (Epochen-
unterricht)方式で行われる｡ 8-10時
の時間帯で,4-6週間継続して同じ教科 ･
科目の授業が行われたのち,他の教科にか
わる方式である｡
8)9学年以降の教科はすべて教科担任制となっ
ている｡開校時は,12名の教員であったが,
生徒数は1919年の256名から1924年には約
900名に増えており,生徒数の増加に伴っ
て,教員数も24年には47名に増えた｡
9)｢色彩体験｣とは,シュタイナーが,オッ
クスフォー ド講演 『教育の根底を支える精
神的心意的な諸力』第7話の中で用いた言
葉である｡
パレットから絵具をとって描くのではな
く,水に溶かした絵の具を壷からとって使
う｡そして,画用紙の全面を色彩面と色彩
形態で覆い尽くす｡この時できる色彩と色
彩重なりや隣あいから,何かの形を読みり,
また,色の調和 ･不調和を感 じとることを
指して,｢色彩体験｣という｡ル ドルフ ･
シュタイナー著,新田義之訳 『オックスフォー
ド講演 :教育の根底を支える精神的心意的
な諸力』イザラ書房,2001年.pp.227-229
10)｢全体から部分-｣という計算方法の例と
して,シュタイナーは,オックスフォー ド
講演において,次のような例をあげている｡
リンゴひと山を年齢の違う3人の子どもた
ちに,年齢に応 じて分けていくのだが,こ
の際に ｢私達の前にリンゴの山があります｡
これを私達は,3つに分けます｡そして,
全体と3つの部分とは同じであるというこ
とを教えます｡全体-3部分です｡｣この
ように総計から部分-進んでいくことは,
｢プラ トン的世界観でいう 『熟慮』すなわ
ち言葉の持つ最も高貴な意味においての
『節度』を育てる｣ためである｡同書,
pp.173-1780
引用文献
鈴木そよ子 1992｢草創期自由ヴァル ドルフ学
校における理念と実践-1919-25年の教育課
程を中心に-｣神奈川大学教職課程研究室
『神奈川大学 心理 ･教育研究論集』第10号,
pp.34-530
参考文献
電子図書として
R.シュタイナー,新田義之訳 『いかにカルマ
は作用するか』みくに出版,2009年
R.シュタイナー,新田義之編 『人智学 ･神秘
主義 ･仏教』みくに出版,2009年
R.シュタイナー,新田義之監修 『精神科学の
立場から見た子供の教育』みくに出版,2009
年
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資料 1 1-12学年の教育課程 ･基本教科の部
注 ･CarolineYonHeydebrand ‥VomLehr-
planderFrelenWaldorfschule■'を､抄訳 ･
要約したものであるo
l.芸術領域 (美術 ･美学)
色彩画と線画 (MalenundZeichnen)
- 1-3年一
色彩画は､絵具壷からとり出した原色の絵具をそ
のまま囲画用紙の上で塗り重ねていく｡ノヾ レットの
上で混色する方法はとらない｡こうしてできる色と
色の重なりから､体験的に中間色を理解する力を養
い､また､色の調和 ･不調和に対する ｢色彩感覚｣
(Farbsinn)を養う｡
線画は､色彩画の色と色の境目を線としてみるこ
とから展開される｡また､子ども自身が､曲線 ･直
線 ･円･楕円･双曲線等の形を走ったり､苗に措い
たりしたことの追体験として展開される｡｢ここで､
子どもは形体 (Formen)の持つ言葉を理解する｡｣
(S.16.)外在するものを模写することは､できる限
り避ける0
-4･5年 -
1-3年は､教師の指示 ･見本に従って画いてき
た｡これに対して､4年からは､子ども自身の創造
的想像力 (dieKr畠ftenihrereigenensch6p-
reriscbenPhantasie)に基づいた作業を進める｡
色彩画を通 して培われてきた ｢色彩感覚｣が､ これ
からは､ ｢子どもたちが授業中に体験 したものを表
現する手段として｣いかされる｡また､線画や塑像
(わんど工作)を通して養われてきた､円や半円､直
線 ･曲線などの純粋形体を見る力や作る力が､｢外在
するものの中に純粋形体を再発見する｣(S.24.) と
ころまで高められる｡たとえば椅子の曲がり方の中
に曲線を兄い出すというように｡
そして､4年からは､写生や模写が許される｡
｢なぜなら､子どもたちは､すでに､自己活動の中
で内面的に､形体を感 じとってきたからである｡｣
(S.24.)
線画 (Zeichnen)
-6年-
｢投影学と日陰学の初歩を学ぶ｡構造を強調する
ことなく､影の中にある色彩的なもの ･形態的なも
の (Gestaltm畠ssige)を扱う.フリーハンドで画く
こと､定規とコンパスで画 くことを並行 しておこな
う｡技術的なものと､美的なものを対象の形態の中
で結合することに対する理解が､子どもの中に目覚
めるように努める｡｣(S.30.)
-7年 一
遠近画法の交接 (Durchdringungen)､ 縮尺
(VerkGrzungen)､重ねあわせ (Oberdeckungen)
を練習する｡特に技術的なものの中にある美的なも
のに対する理解とセンスを磨く｡
-8年-
6･7年の内容を継続しながら､芸術的なもの-
高める｡
色彩画 (Malen)
-8年-
｢1-7年を通して､色彩を体験 し､色彩の相互作
用を学んできた｡8年では､対象物の中での光と色
の融合を観察し､描写するように導 く｡そして､た
とえば風景を､色の情調 (Farbstimmung)に基づ
いて色彩的に措く｡｣ (S.37.)
美学 (KL?nStUnterricht:Asthetik)
-9年一
舌代からレムプラント頃までの北 ･南方の芸術家
の代表的な作品に沿いながら､造形美術の歴史を辿
る.｢生徒達はその主な例から r美Jの概念を具体的
な形で理解せねばならない｡そして､ギリシャの美
やルネサンスの美などの変形としての芸術の概念を､
具体的な形で理解せねばならない.｣(S.39.) この
ように芸術史の概観を得ると同時に､｢たとえば､ギ
オットー (Gioto)からレムプラントに至る絵画の
変遷において､自己の年齢が (daseigeneLeben-
salter)魂の上に常に織 りあげてきた､魂の問題
(Seelenprobleme)についての芸術的な解答を､ と
らわれのない目で直視する｡｣ (S.39.)
-10年-
詩人の領域から芸術的 ･美的なものを扱う｡言葉
は詩人の世界の芸衝的な要素として理解される｡そ
して詩人が彼の芸術的言語能力を通 じて､時代の魂
(Seele)とどのように闘っているかを理解するため
に､理論家の散文と詩人の詩を学ぶ｡オイリュトミー
(Eurythmie)との関連で､詩学 (韻律学)の基礎
事項を意識化する｡
北方と南方の芸術の違いが､朗読 (6脚韻の詩句一
叙事詩)と時涌 (頭韻一叙情詩)のスタイルの対称
性において明らかにされる｡ホーマーとラファエル
における類似のスタイルの要素､ エダ (古代アイス
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ランドの神話 ･英雄伝説及び詩法集)とデューラー､
ダリュ-ネパルト､レムプラント等における疑似の
スタイルの要素を感じとるようにする｡ この時､同
時に､アポロ的 ･ディオ二ソス的姿勢の対称性を浮
き彫りにする｡
また､ゲーテの詩を ｢耳できいて理解するJ場合
も､｢文学史が肝腎なのではなく､ゲーテが彼の叙情
詩を通して彼の魂の発展を明 らかにしていく様を聞
きとることが肝腎である｡｣(S.43.)
-11年 -
｢9･10年の題材を新たな方法で再び採り上げる｡
彫刻一絵画の精神方向 (アポロ的生) と音楽一詩の
精神方向 (ディオニソス的生)が､近代 ドイツの精
神生活に､どのように関わってきたのかを追求 して
いく｡このことは､アポロ的生とディオエソス的生
の対称性を更に深めていく可能性を与えてくれる｡
そして､この対称性が純粋にキ リス ト教的人間像の
前でどのように現われるのかを追求する可能性を与
えてくれる｡このことは､r視覚的人間｣ と､r聴覚
的人間Jの対称性-と関連 していく｡ また､感覚的
世界を通して道を求める人間と､音の非造形的世界
を通して道を求める人間の対称性につながる｡ この
方法によって､更に広い美学概念と､.r人間の美的教
育Jの概念が､実例の中で兄い出される｡
ここで､再び芸術における北方と南方の民族の様
式が変形された形で示される｡そして､ この対称性
に､西方と東方の人生観の対称性が加えられる｡ た
とえば､ゲーテという人物の中で､北 ･南 ･東方そ
して西方がどのような関連をもって現われようとし
たのかが示される｡
ゲーテは､生を全体として見るという､芸術的で
あると同時に厳密な方法をとった, しかし､彼のこ
の方法が継承されることなく､19世紀の様々な新 し
い衝動によって､ロマン主義と唯物主義に分岐 した
のはなぜか､ということに対する理解を､生徒達の
中に目醒めさせる｡このことは､すべての芸術の発
展が r象徴的｣芸衝から､ r古典的j芸術へ､更に
rロマン的J芸術へ､という道を辿っていることを示
す際に (12年で詳説される)､芸術上の多くの例で示
される｡
それから､具体的な例を用いて､音楽の内的発展
過程を特徴づけるCその際､新たな精神志向やすべ
ての芸祷形態の特徴を示すものとして特徴づけるo
いかに､音楽的なものが言葉を得ようとし､言語的
なものが音楽を得ようとするか｡ たとえば､19世紀
のこの傾向の例として､ リチャード･ワーグナーが､
彼の r総合芸術作品Jを通じて全体的人間の新たな
芸術表現へ再度到ろうとしたことを示すことができ
る｡それから､19世紀の終わりの芸術形成の中での
パルテファル (Parzival中世騎士伝)のモチーフ
の新たな変形について述べることができる｡｣ (S.47
∫.)
-12年 -
｢代表的な文化史的形体と様式の中で､建築技術
に関連する建築芸術についての理解を育む｡象徴的
芸術､古典的芸術､ロマン的芸術という三段階を踏
んで進んでいくことが､芸術のすべての分野におい
て明らかになっていくだろう｡建築芸術の様々な問
題に関する理解は､現代のそれに至るまで導かれる｡
その結果､たとえばコンクリー ト建築が様々な可能
性をもって生まれたことについて､明確なイメージ
が生じる｡
更に､全芸術のもっている包括的な意義と独自の
法則についての最終的概観が与えられる. こうする
ことによって､芸術は全世界の活動を一つにまとめ
る世界構成要素として､姿を現わす｡ そして､芸術
的創造力がそれにふさわしい形で諸活動の中に姿を
現わすことができないならば､個人 も人類 も十分な
意味で健全ではあり得ないという感情を育む｡
こうして､シラ-の r人間の美的教育Jを､現代
的な意味で改めて取り上げることが試みられる｡
このように､ ヴァル ドルフ学校時代の終わ りに､
生徒達が現実的な美学の要素と芸術史の具体的な傾
向に対する理解をもち､世界 (自由の世界)の美的
課題に対する眼を鋭くするように導かれる｡｣
(S.52.)
2.数 領 域
算数 (Rechnen)
- 1年 -
｢最初20までの範囲で､その後できれば､100まで
範囲を広げて､四則を練習するO その際､芸術的感
覚 (derkunstlerischenEmpfinden)に基づいて､
全体から部分-進めて教える｡たとえば加法は合計
から､乗法は積から進めるといった具合に｡実生活
においても､人はまず最初に全体を把逢 し､それか
ら部分に注目する｡子どもが算数を習得する方法は､
成長しつつある脳の形成に関わっている｡そ して､
子どもが後になって総合的にものを見て考えるよう
になるか､それとも､個々を別々に考えるようにな
るか､ということは､おおいに初期算数教授の方法
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にかかっている｡子どもがある数のりんごを人に分
け与えることを最初に覚えるか､それとも､加法に
おいて､次々と自分が獲得していくことを覚えるか､
ということは､倫理的にも大きな意味を持っている｡
教師は､捜美を通して教育すること､また､性格や
気質に深く働きかけていくことを常に努力せねばな
らないO
リズミカルに動くこと､走ること､手を叩くこと､
そして､跳ねることは､子どもを数の中へ引き入れ
るふさわしい方法である｡｣ (S.17.)
-2年-
｢四則をより広い数字範囲で練習 し､できるだlナ
多く時罪をする｡｣｢およそ歯の生え替わりが済んだ
頃､九九を始める｡九九の概念を原理的に説明 し理
解させた後､記憶力に基づいて習得させる｡ リズミ
カルに､そして拍子にあわせて動いたり､手を叩い
たり､跳ねたりすることは､九九の習得の際に子ど
もを支えるであろう｡歯の生え替わりから性的成熟
までの年齢にある時､記憶力は真の展開(Entfalturlg)
と強化 (Kraftigung)の時期にある｡ この時期に､
正しい育成 ･形成がなされねばならない｡｣ (S.20.)
-3年-
より複雑な数で四則の練習をする｡また､実生活
の簡単な例を用いて応用する｡
- 4年一
分数 ･小数への移行を試みる｡
- 5年一
分数 ･小数の計箕を進める｡ どんな数でも自由に
計罪できる力をっける｡
- 6年一
歩合 ･百分率を始める｡手形勘定や手形割引勘定
を用いる｡
数学 (Mathematik)
-7年一
自乗 ･平方根 ･負の数､そして､方程式の練習を､
実生活との関わりで徹底する｡
- 8年-
7年の学習内容を多方面に応用する｡
- 9年-
純粋な思考活動の中で､多面的な練習をおこなう｡
組み合わせ論を扱う｡代数分野では､多元一次方程
式､複雑なカッコ表現や2項定理の解決に進む｡
-10*一
代数的 ･幾何学的数列について論 じ､対数計算へ
導入する｡三角関数を扱う｡
-11年一
指数方程式を､対数計井及び様々な具休的応用と
関連づけて練習する｡平面三角法に球面三角法が加
わる｡これに関連して､天文学と､航海術の3点が
取り扱われる｡
-12年 一
様々な数学領域の概観を関連づける｡平面及び空
間 (立体)の解析を取り扱うことによって､代数学
と幾何学を結合する｡微分 ･穣分の初歩｡
幾何学 (Geometrie)
-6年 -
1年から続けてきた形体線画 (Formenzeichnen)
から､幾何学を展開する｡これまで芸術的図形とし
て措いてきた三角形 ･正方形 ･円等の図形を､知的
な幾何学概念で把達することを学ぶ｡
-7年-
ピタゴラスの定理まで進める｡
-8年一
平面図形の面積と長さの計算練習｡立体幾何を､
体積 ･面積 ･辺の長さの計罪と結びつける｡軌跡論
へ導入｡
画法幾何学と幾何学図形
(DarstelendeGeometricundgeometrisches
ZelChnen)
-9年一
画法幾何学の図形と製図板を用いた図形画を始め
る｡
-10･11年 -
9年の内容を継続する｡
-12年 一
画法幾何学上の作業は､カバ リアー ･パースペク
ティブ (KavalieトPerspktive)論によって補足さ
れ､建築上の実用的応用へ導かれる｡
3.言 語 領 域
(ドイツ語)
書く･話す .読む (Schreiben,Sprechen.Lesen)
- 1年 -
｢彩色された線画から r普く｣を展開する｡最初
子どもは抽象的な文字を智くことに対 して何のとっ
かかりも持っていないoそして､入校自体 も最初か
ら文字を使ったのではなく､具象的な像を描 くこと
から次第に文字を展開するようになった｡ それにも
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かかわらず､子どもに習慣的に用いられている文字
をそのまま憶え込ませるならば､それは子どもを早
期に老化させることになる｡成長しつつある人間本
性 (aleWerdendeMenschennatur)は､芸術的
なものから知的なものへ､手の活動から精神労働へ､
つまり､色彩画や線画から r雷くjr読むJへ進んで
いくことを要求する｡たとえば､Fの文字について
いうならば､子どもに魚の形をなぞらせて､まず最
初は絵の形で文字を与えるO手は巨が気持ちよくと
らえたものを文字として完成させ､E]は愛情をもっ
てペンを動かすoこうすると苦さ方は､個性的で美
しいものになる｡ 1年では､人が子どもに言ったこ
とや､子ども自身がしようとすることについて､簡
単な方法で雪き表わせるようになるまで導く｡
F読むJでは､ラテン語の大文字を描いて習得す
る｡子どもが印刷物を前にして親しみをおぼえる程
度まで指導 し､まとまった学習はさせない｡｣(S.16.)
r話す』では､教師がお話をして､生徒が言葉や
文字で再話する｡1年のお話 し教材はメルヘンの中
から選ばれるOまた､お話の一部分に詩を用いる場
合､特に詩の芸術形体 (diekdnstlerischeForm)
(言葉のメロディ､韻, リズム､拍子)に注意を払
う｡こうして､たとえば､のばした音､鋭い昔等に
対する子どもの言語感覚を養う｡同様にして､歌を
うたうことも言語感覚の育成に役立てられる｡
-2年 -
｢ラテン語大文字の線画的色彩画から､ ラテン語
筆記体を暫 くことへ進む｡ ラテン語活字体を読む｡
そして､人が話したことを徐々に智きとめられるよ
うに指導していく｡後には､動 ･植物や草原や森な
どについて教えられたことを､簡単な文章で書き表
わせるようにならねばならないeお話 ･再話の教材
は､メルヘンか ら動物寓話や動物物語へ移行する｡
この年齢の子どもは彼の環境と強い結びつきを持っ
ている｡そして彼らは､動物連が人間のように振舞
う時､動物を最もよく理解する｡子どもはまさに寓
話の中で生きている｡お話をする際に､動物に関す
る体験と r完全性に向かって努力する人間｣につい
ての理解を育む内容を組みあわせる｡｣ (S.19f.)
そして､r話すJ授業の中に､文法の基本を絡みあ
わせる｡特に文法の授業の中で教師に求められるの
は､愛嬬あるユーモアを絶対欠かさないことである｡
こうすることによって､子どもの負担や退屈を除 く
ことができると考えられる｡文法学習は動詞から形
容詞､さらに名詞へ進む｡｢動詞から始める｡動詞は
子どもにとって全くいきいさとしているから｡動詞
について考える時､子どもは四肢を動かそうとする｡
r槌で打っJという語を考える時､子どもは手で
r槌を打っ｣動きをしたがる｡形容詞は動詞に比べて
子どもを落ち着かせる｡子どもの四肢を動かす動詞
のように意志的にではなく､物の特徴を敏感に感 じ
ながら体験する｡名詞は子どもにとって最も遠 くに
とどまっており､冷たく､抽象的で､単なる思考の
対象物である｡こうして､子どもに文法を人間的に
体験させる｡簡単で具体的な方法を用いて文の構造
を説明する｡この段階での文法学習は､子どもが本
能的に用いているものをわずかに意識化 していく｡
また､言語の法則を学ぶことによって､人生 OJeben)
の中でゆっくりと育ちつつある人問の自我の偉大さ
に触れる｡｣ (S.20.)
-3年-
｢ラテン語筆記体の線画的変形から､ ドイツ語筆
記体を展開する｡ ドイツ語の活字体 もまず措 き､ そ
れから読む (r読むj)o見るもの､読むものを書き
記す能力を更に拡大する (r書 くJ)o この学年の
r話すJでは､特に､話し言葉の句切り方と文構成の
力を蕃う｡これまで本能的に用いてきた音の長短や
鋭さを意識化する｡そのために､聞いた音を正確に
発音する練習を重ねる｡
詩の学習に際して､教師は､言葉のリズムやメロ
ディに注意を払うと同時に､詩の内的美しさを子ど
もの感情の中に運び込むように心懸ける｡ こうする
ことによって､8･9歳の子どもの心の営みが深ま
り､このような内的美しさを感 じやすくする｡
この学年のお話 ･再話の教材は､子どもにとって
世界史や文化史の始まりを意味する旧約聖雷が提供
する｡｣ (S.21.)
文法では､ r話す』に組み入れられているように､
｢品詞､文成分､文構成についての感覚を養い､句
読点を文中に組み入れることを学習する｡｣(S.21.)
ドイツ語 (derdeutsch-sprachlicheUnterr.lCht)
-4年-
｢これまで教師のお話を文字で杏いて再話 したり､
何かあることを文章で表現 してきた｡ 4年では､ こ
うして学んだすべてのものが､様々な手紙を督 くこ
とへ展開される｡この中には事務上の手紙も含む｡
文法では､特に動詞の変化形によって表現される
ものを通して､明確な時制概念を注意深く形成 して
いく｡また､子どもは､前置詞 とその前置詞が属 し
ている言葉との問にある関係を､感情的に､そして
本能的に感じとることを学ばねばならない｡子ども
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は9･10歳の時に､母国語の中で､言語を造形的に
感じとり､系統的に整理する (gliedern)練習を積
まねばならない.
この学年のお話教材 ･読本教材は､とりわけゲル
マンの神話と英雄時代の伝説が提供する｡｣(S.24.)
-5年 -
｢子どもが動詞の能動態と受動態の相違を感 じと
れるようにならなければならない｡また､聞いたこ
とや読んだことを､思うがままに再話するのではな
く､直接話法を用いて話すことを芋ばねばならない｡
この年齢において大切なことは､自分自身の意見を
再現することと､他の人の意見を再現することの違
いに対 して､感覚を鋭 くすることであるoつまり､
子ども自身が考えたり､見たり､問いたりしたこと
と､他人の口を通して得た報告との問の区別をはっ
きり意識することが肝腎である｡子どもは､話 した
り香いたりすることの中で､このことに注意を払 う
ことを覚えねばならない｡これに関連 して､文章上
の記号や引用符の使用方法を完全に習得 していかね
ばならない｡
手紙を苦くことは継続する｡
お話 ･読本教材は､特に古典的な舌代伝説が提供
する｡｣ (S,27.)
-6年 -
｢教師は接続法の使用に対する文体感覚を､話す
ことや書 くことを通じて､子どもの中にできるだけ
強く呼び起こし､形成するように試みる｡
手紙を雷 くことか ら発展 して､簡単な用件文
(GeschSftsaufs畠tze)へ進むo用件文の内容 ･材料
を3年の時から用意してきたわけである｡ (3年の
｢郷土科｣参照 一 鈴木注)
お話 ･読本の教材は､民族学の分野から選ばれる｡｣
(S.29.)
-7年 -
｢正 しくて明確な希望や感嘆文の表現形式の把握
力を育む｡子どもは感情の内面的形成に基づいて文
を作ることを学ぶOたとえば､何か願望を表わす文
を子どもに作らせて､それから驚きを表わす文を作
らせる｡願望文と感嘆文を比較することによって､
言語のもつ内面的な力がはっきりとわかるようにな
るのである｡
作文する場合､博物学の内容に題材を求め､状況
描写や性格描写をさせる｡
読本 ･お話の教材は､民族学 ･人種学が提供する｡
実務的 ･実践的感覚は､実務的な手紙や作文の中
で､更に注意深 く養われる｡｣ (S.29.)
-8年-
｢長大な散文 ･韻文に対する理解を育む｡思春期
に入って初めて理解できるような叙情詩や劇風のも
のを読む｡ゲーテとその時代及び彼が与えた文化的
影響について論じる｡ヘルダーの r人類歴史哲学考J
やシラーの r30年戦争J)の抜粋が､お話 ･読本の教
材として使われる｡
商業的 ･実業的な事柄は､ r話す｣授業の中で特
に強く養われる｡｣ (S.32.)
ドイツ語 (derdeutschsprachigeUnterricht)
-9年-
｢ゲーテ及び彼の時代についての議論が継続され
る｡ヘルマン･グリムのゲーテ講義の一部分を生徒
達といっしょに読む｡ジャン･バウルの r美学入門｣
が､美学の初歩的な問題を取 り扱 う機会を与える｡
特にユーモアの章がふさわしい｡
作文は､これまで歴史教科で扱 ってきた内容から
テーマを選んでかくO｣ (S.39.)
-10年一
文字の授菜を通して､人類の問いが生徒自身の心
(Seele)にも共通していることを示すO ｢ニーベル
ンケンのうた｣と､ダートルーンの詩が中高 ドイツ
語で､全般的に論じられる｡詩が民族にとって､どの
ような芸術的意義を持っているかということを論 じ
るOユダ (｢美学｣10年の項を参照) と､ニーベル
ンゲンのうた､そして､ダー トルーンの詩の比較か
ら､ ｢生徒達は､近親者への非個人的な愛から個人
的な愛へ､超人問的なものの叙述から人間の叙述へ､
異教からキリスト教-の変遷を体験する｡｣(S.42.)
中高 ドイツ語と新高 ドイツ語の文法の比較から､
自己の民族の発展を特徴づける素材を得る｡
韻律学 (MetrikundPoetik)は､実際の詩と関
連づけながら､総合的に論 じられる｡
文学に関連して､古代ゲルマン史を扱う｡
文学と歴史 (LiteraturundGeschichte)
-11年-
｢この学年では､歴史との対比で､文学史が前面
に出てくる｡主要なテーマは､ ウォルフラム･フォ
ン･エシェンバッ- (Wolfram YonEschenbach)
のパルツイファル (Parzival)である｡ この物語の
内容や時代史を説明した後､精選された部分をオリ
ジナルで読む｡現代と関係づけながらパルツイファ
ルについて議論する｡たとえば､パルツイファルの
中にあらわれる人々や物語が､今 日の文学作品上の
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人々や物語と似ているか否かをはっきりさせる｡パ
ルツイファルのモチーフは､ しばしば認識 し難 く変
形されながらも､中世以来､数百年の文学作品を経
過して､19世紀に至るまで継承されてきている｡一
万､-ルトマン･フォン･アウエ (HartmannYon
Åue)のrあわれな-インリッヒ｣(armerHeinlich)
のモチーフを用いて､中世では精神的なものと物質
的なものモ統一的に捉えていたことを示すのだが､
このモチーフは15･6世紀には消えていくのである｡
パルツイファルの例で､中世の世俗人と僧侶の教
養の本質的な相連を示す｡
パルツイファルや rあわれな-インリッヒJのモ
チーフや､また､両者の発展や単純化の中で､個々
の例に別して示してきたことを､全休像として拡大
し､最終的には19世紀を､それ以前の世紀の集大成
として論じる｡この際､19世紀全体の構成が､それ
以前の世紀の発展だということに留意しなければな
らない｡古来の精神的なものが19世紀の終わりには､
失われてしまい､すべての伝統が細い細い糸のよう
に落ちぶれてしまったことを示す｡｣(S.47.)
ドイツ語 (derdeutschsprachigeUnterricht)
-12年-
｢ドイツ文学史の全体像が与えられる｡ゴート､
舌高 ドイツ､中高 ドイツ時代の古い文献が取り扱わ
れ､その後､前古典(派)･古典(派)･ロマン(派)時
代､そして､現代が取り扱われる｡ こうして､ ドイ
ツ文学史発展の全体像ができあがる.概観は､具体
的で重要ないくつかの例によって作られる｡ このよ
うにして､人間が生きていくために必要なものが身
についていく｡生徒達は､数巷人として知っておく
べきことを身をもって知らねばならない｡
19世紀後半のものの中から､ニーチェ､イプセン､
トルストイ､ ドストエフスキーについて詳細に論じ
る｡生徒達のまだ知らない典型例で､この概観の一
般観点を説明する｡｣ (S.5lf.)
4. 理 科 ･社会領域
郷土科 (Heimatkunde)
-1年 ･2年一
郷土科の課題は､いまだ空想世界を漂っている子
どもの意識を､徐々に環境へ向けていくことにある｡
それゆえ､意識的に郷土と関連づけて､郷土科の学
習をすすめる｡日頃見慣れている植物 ･動物 ･石 ･
山･川 ･草原などを教材として､これらを､｢決 して
抽象的に話すのではなく､想像力に満ちた倫理的
(moralisch)な方法で説明するo｣ (S.17.)
つまり､自然物が互いの偉大さ､敬度さ､暖かさ､
野蛮さなどをいきいきと語りあうように表現するの
である｡
別物教授 (Sachunterricht)
- 3年 -
｢別物教授は､意識的に子どもを最も近い環境の
中-引き入れる｡まず､モルタルの調合や家をつく
るときの使用法等について話す｡子どもは､田畑の
耕作や耕地 ･肥料についても学び､穀物の類別 もで
きるようにする｡
子どもは､動物が植物を栄養とし､植物は動物を
肥料とし､また鉱物を強化と滋養のために吸収する
ことを感 じとる｡
このように､別物教授は､世界中 (Welt)のもの
の不思議な絡みあいに対する感情を､子どもの中で
育み､また､人間の力の及ばないものに対する感謝
の念を芽生えさせる｡そしてこの場合に､倫理的 ･
感情的なことから､実際的 ･実践的なこと-､再三
戻って､後の簡単な用件文の材料を提供できるよう
に準備する｡｣ (S.22.)
郷土科 (Heimatkunde)
-4年-
｢自分のまわりの世界を考察する作叢が､郷土の
歴史や地理へと発展していく｡郷土でのできごとが､
歴史的経過の中で述べられる｡たとえば､果樹栽培
やぶどう栽培がこの地方に入ってきた経過や､郷土
の工場が起こった経過について述べる｡｣ (S.24.)
歴史 (Geschichte)
-5年 -
4年までは､お話し教材 (ドイツ語)や偉人伝を
通して､歴史的なものを間接的に扱ってきたが､ こ
れからは ｢子どもが個々の時代の文化の特徴を､特
徴的な出来事にもとづいて､ありありと思い浮かべ
られるように｣ (S.27.)･説明していく｡できるだ
け鮮明なイメージを用いた説明をし､常に､子ども
たちの感情を介した理解に働きかける｡
この学年では､東洋の諸民族及びギリシャ人の歴
史と文化を扱う0
-6年 -
ローマ史と､15世紀初めまでのギリシャ･ローマ
文化の影響を扱う｡
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-7年-
15世紀初めから16世紀初めに至るヨーロッパ内外
の様々な出来事について話す｡ この時期は発明 ･発
見の時代から自然科学交流の時代として特徴づけら
れる｡近代の人類の生が成長 していくこの時代の重
要さについて､子どもが深い印象を得られるように
配慮する｡
-8年-
現代史まで進む｡なぜなら､ ｢生徒が学校を去る
までに､彼の心の中に人伝の歴史についてのイメー
ジが出来上がっていなければならない｣(S.36.)か
らである｡
近代文化史においては､子どもが､蒸気機関 ･自
動織機のもたらした変化を､ありありと思い浮かべ
られるように説明する0
-9年一
再び､30年戦争から現代までの歴史を辿る｡ただ
し､これまでは歴史的事実について多く述べてきた
のに対し､この学年では歴史の要因に焦点をあてる｡
この間の人類の意識の拡大や視界の広がりは､天文
学や地理を通して描き出し､生徒が現代の特質を知
り､理解できるように説明される｡
-10年 一
古代東洋史及びギ リシャ史を全般的に述べる｡
｢歴史考察の初めに､熱帯または温帯における､大
地への民族の依存について話す｡たとえば､一つの
民族が山から谷あいに下りてきたときの変化につい
て､地理的にではなく､歴史的に語る｡｣(S.43f.)
文学と歴史 (LiteraturundGeschichte)
-11年-
ドイツ語 ･11年の項を参照｡
歴史 (Geschichte)
-12年-
｢この学年で肝腎なことは､考察を介して歴史の
深層へ入っていくこと､そして､単にいきいきと特
徴づけられた因果関係の説明の域を越えて､全体像
へと進めることである｡いくつもの民族史あるいは
文化史を特徴づけようとすれば､古代 ･中世 ･近代
とはどういうものであるかを述べねばならない｡無
気力で不完全な文化がどういうものであるかも示さ
ねばならない｡たとえば､アメリカ文化は初めを持
たないし､硬化してしまっている中国文化は終わり
を持たない｡これに反して､ギリシャ時代は､古代
(ホーマー時代)､中世 (偉大な悲劇詩人の時代)､
近代 (プラトン･アリストテレス時代)を持ってい
る｡私たちの舌代 (ゲルマン神話の時代)は､いわ
ゆる中世が始まる頃に位置している｡
歴史を全体的に取り扱うことによって､古代が､
歴史の全体性をどのように考えた時代であったかも
示すことができる｡たとえば､ローマの7代の王に
ついてのリグィウスの叙述をとりあげるのであるが､
彼の叙述には､ローマ的観点から､全人叛史につい
ての一種の黙示録的考察が与えられているのであるo
最後に､現代の立場から全歴史を述べ､すでに現
われかけている未来像の概観を得る｡
こうすることによって､全体的な発展 ･進歩の系
統立った像を生み出すことができる｡｣ (S.52f.)
地理 (Geo9raPhie)
-5年 一
郷土の隣接地域の土地形態と経済の関係を話 しあ
う｡
- 6年 -
より広い地域を取り扱い､一所の地域の気候関係
から地球全体の気候関係へ話を進める｡
- 7･8年 一
気候関係の考察を継続する｡精神文化状況を､物
質的 ･経済的関係の既習内容と関連づけて考察する｡
- 9年-
アルプス地域の例から出発して､地球全体の山脈
構造について論じる｡
-10年 一
地球を､形態学的 ･物理学的全体として描き出す｡
-11年一
土地測丑と地理の関係を取り扱うO
物理 (Physjk)
-6年-
1年からの楽器の演奏体験をもとにして､音楽的
なものから音響学へと導く｡(喉頭についても言及す
る｡)
1年から養ってきた色彩的なものから光学-と導
く｡
熱学 ･電磁気学の初歩を始めるが､現象から出発
し､現象からわかる範囲内で法則を展開する｡
- 7年 一
音響学 ･光学 .熱学 ･電磁気学の知識を広げてい
く｡これに加えて､てこ･波紋 ･滑車 ･斜面 ･気柱 ･
ねじ等の､力学の重要な基礎概念を学ぶ｡
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-8年-
6･7年の継続｡実際的応用を示す｡加えて流体
力学 ･気体力学 ･気候学 ･気象学について論じる｡
- 9年一
重要な交通 ･通信機関である機関車と電話をとり
あげる｡そして､機関車との密接な関係で熱学と力
学を扱い､電話との関連で電気学と音響学を扱う｡
力学の節物運動を､数学的放物線との関わりで論
じる｡
-10年一
簡単な機械などを用いた傾め投げまで力学を扱う｡
そして､ものを投げた時に措かれる放物線と数学的
な放物線が一致することを示す｡
-11年 一
無線電信 ･レントゲン線のような､電気学領域に
おける近代の成果を扱う｡同時に､放射能について
も扱う｡
-12年 一
光学 (1.光､それ自体と光度測定､反射､光と
物質
2.屈折､像の変化
3.色の生成
4.偏光
5.喜複屈折)が扱われる｡
更に､近代物理学及び､近代物理学が現代の世界
像に与えた影響を論じるO
化学 (Chemie)
- 7年一
燃焼という日常的現象から出発 して､簡単な化学
的概念を身につける｡
-8年 一
工業のための化学変化の意義を述べ､有機物 (で
んぷん､糖､蛋白質､脂肪)の構造及び､人間の滋
養のためのこれらの意味について論じる｡
- 9年 一
有機化学を扱う｡
-10年一
散 ･塩基 ･塩を扱う｡無機化学における酸 ･アル
カリ液について述べた後､植物 ･動物 ･人間の中で､
つまり自然の中で､酸 ･塩基という相反するものが
生き生きと作用していることを示す｡ ｢生徒がこの
ことを納得しない限り､酸 ･塩基 ･塩は､空虚な抽
象的概念としてとどまっているにすぎない｡｣(S.44.)
たとえば､蜂蜜 ･すっぱい果汁 ･アルカリ性である
血液を例にとりながら､殻と塩基の作用を考察する.
-11年-
｢酸 ･塩基 ･塩の概念の拡大を通 じて､化学全体
を概観する｡無機 ･有機化学のあらゆる分離を避け
るQ化学の要素 (Elemente)から出発するのではな
く､過程 (Prozess)から出発する｡それゆえ､た
とえば塩 ･酸 ･塩基 ･可燃性物質について述べたの
ちに､個々の元素 (Stoff)について考察するoたと
えば､硫黄を扱う場合､地球の火山活動の一部 とし
て考案すると同時に､生きた蛋白質の中に存在する､
動 ･植物及び人間の物質交換 (新陳代謝)の捉進力
として考察する｡そして､硫黄元粟は､自然の普遍
的な硫黄活動の中で､活動を停止 し､静止状態に遷
した凝固部分として把握されるo あらゆる元素がこ
のように考察される｡
このように硫黄について説明するならば､硫黄は､
たとえば砂糖や他の炭素化合物のように､r有機的J
で､地球上のすべての生命活動を貫通している過程
(Prozess)として姿を現わす｡
｢元素｣と､包括的な世界活動 ･人間活動 との関
わりを示すことによって､ F元素Jの中で硬化 した
ものが､生き生きとしたものになるのである｡｣(S.49.)
-12年-
｢ここでもまた､まとまりが重要になる｡たとえ
ば､ペプシン形成などの過程と､ 自然界における生
成過程の相違を､例を用いて考察する｡また､化学
産業が現代文明に対して持っている意味を考察する｡｣
(S.53.)
博物学 (NatUrkunde)
-4年-
｢自然界を空想的倫理的に取 り扱う姿勢から､自
然物を客観的に観察 し､認識的に取り組む姿勢へと
進んでいく｡｣ ｢まず初歩的な人間学 (Menschen-
kunde)において､芸術的なまた畏敬に充ちた方法
で､人間を示す｡そののち動物界を示す｡その際､
動物界は特に人間との関わりで考察する｡個々の動
物について説明し､動物の器官 ･桟棟(Organisation)
と人間のそれを比較するのである｡教師は､ これに
よって､動物界の多様性が人間の中では明確な秩序
と調和を保って一つにまとめあげられているという
実感を､子どもたちに与えられるように教えていく｡｣
(S.25.)
-5年一
子どもたちに馴染の薄い動物連を扱うが､見知 ら
ぬ動物をも､子どもたちがありありと思い描けるよ
うに説明していく｡
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次には､観察対象が人間及び動物から植物へと移
行する｡ ｢植物学は､つねに大地の営みとの関連で
取り扱われる｡そして､大地は生きた有機体として
考えられる｡｡｣ (S.27.)
-6年-
5年の植物学を継続し､それから鉱物界へ移行す
る｡ ｢鉱物は徹頭徹尾地理との関係で観察される必
要があり､地質学的関連からはとりたてて述べない｡
たとえば､石灰岩の山と花尚岩の山が与える正反対
のイメージを､子どもに理解させたのち､個々の石
灰岩と花商岩を子どもの目の前に置いてみる｡｣
(S.30.)
一 7年一
｢生徒たちは､これまでの数年で､人間から動物
界､植物界､大地､更に個々の鉱物について考察を
進めてきた｡この自然観察は､再び人間へと戻って
くる｡
人間の栄養と健康の関係について述べる｡本来の
子ども時代が終わり､性的成熟期に入ろうとしてい
るこの学年の生徒たちは､栄養と健康の関係につい
て理解し､興味をもつのに十分なほど成長している
し､また､これ以後の人間が陥ってしまうようなェ
ゴイズムにも､まだ陥っていない時期に位置してい
る｡｣ (S.32L)
-8年-
｢生徒が社会-出ていく時､彼は､自然界の総体
(ZusammenfassungderNaturrelChe),つまり
ミクロコスモス (Mikrokosmos)としての人間像
を携えて出ていかねばならない｡
器官組総の機能の相違や､組織同士の調和のとれ
た相互作用が明らかにされねばならない｡すでに､
身体的なもの､心的 ･精神的なものとの関連で､病
気と健康について学んだ｡いまや､生徒自身の十分
に成長した身体を通して､骨と筋肉の仕組みや､目
の内的構造など､人間において力学的及び物理学的
概念によって理解されるものについて学ぶ｡｣(S.36.)
-9年一
人間学 (Anthropologie)を継続0
-10年-
｢人間学の中で､器官 (Organ)及び器官の作用
が､心意的 ･精神的なものとの関連で描き出される｡
個人としての人間から､民族学へと進む｡他に､鉱
物学と結晶学が取り扱われる｡授業のこの部分は､
地球を形態学的全体として措く地理とつながってい
る｡こうして鉱物学的 ･地質学的なものとの関連で､
たとえば､石灰について話す｡地上での石灰化過程
や､人間や動物の生命体 (OrganlSmuS:有機体)
の中での皮膚形成 ･骨形成は､いかに人間が自然の
石灰化過程を克服しなければならないかを示 してい
る｡
また､金属の様子や化学反応を十分に説明するこ
とと並行して､地理や人間の組織における作用につ
いても話す｡｣ (S.44.)
博物学 (Naturgeschichte)
-11年-
｢細胞学が全般的に論じられる｡そして､植物学
は単子糞植物まで｡
細胞学は､最も小さいものの中においても大字苗
的関係が現われていることが至るところで理解でき
るように説明されるOたとえば､細胞分裂の際､有
犠体は字苗の根源的現象を再現している｡
植物学においては､植物が､大地や全宇笛の作用
との関わりで理解されることに重点をおく｡｣(S.48.)
-12年-
｢顛花植物について全般的に論 じるoそれから再
び動物学の最終的な考察をおこなう｡動物界のおも
な系統を説明し､人間の個々の器官組織が動物グル-
プの個々の組織への広がりとして明確化される｡同
時に､個々の動物は人間の一個の器官あるいは器官
の一部分として見徹されるO
低学年の動物寓話や初歩的動物学の中で､具体的
に教えた内容が､最終学年で､学問的に考案される｡
同時に､全体をつなぐ糸としてすべての授業を貫
流している人間学によって､自然の全嶺域が全体-
まとまりとして見渡せるように試みる｡｣ (S.53.)
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